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担当部

委託 0

3

円滑な学級運営を目指し、児童生徒の学力(授業理解度)の向上を図る。

複数の教員により、個の理解度やつまずきに応じた指導など、よりきめ細かな配慮をした授

業を行った。中学校では英語と数学を中心に、小学校では算数を中心に教科指導において

ティームティーチング等を実施した。

非常勤講師（教員免許有：１７名）を採用

平成３０年度以降

学校教育

1

平成１６年度 ～

調和のとれた人間形成づくりを支援する

学校教育課

学校教育係

8

担当課

1

100

教育文化

助成 0

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

担当係

10

総合計画

分野別計画

予算区分
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運営
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0 0

43,905

531
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用
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正職員

費用合計

その他職員

対前年比

従事者数

人件費

0.10

0

75,723 44,489

その他財源

75,723

0

一般財源

Ｈ21決算額

非常勤講師（教員免許有：１７名）を採用

無
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0
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100.1
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小学校数
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成果指標名

小学校非常勤講師

事業の

達成状況

活動指標名
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校
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16

事業番号
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16

H21

9
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9

複数の教員を配置し、対応することで、きめ細かな配慮をした授業をおこなうことがで

きた。

―

中学校非常勤講師
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―
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9

児童生徒の学力向上のため、指導法の工夫により、より細かな配慮をした授業をおこ

なう。
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実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

さらなる児童生徒の学力向上のため、指導法の工夫により、より細かな配慮をした授

業をおこなう必要がある。

現在は、17名の非常勤講師を17校に配置して、きめ細かな配慮をした授業を実施し、

基礎学力等の充実が図られてきている。他の８校についても、非常勤講師の人数を

増員して、既配置校とのバランスを図るとともに、きめ細かな配慮をした授業を実施し

ていきたいため。

方向性の判定
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廃止したときの

影響

改善案等
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方向性の判定

児童生徒一人ひとりに、きめ細かな配慮をした授業をおこなうことが不可能となり、授

業理解度が低下する。

現状規模での実施が適当と判断する。


